
学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科（ 機械系機械技術専科 ） 

 

教科 工業 科目 機械工作 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 工業 315・316「機械工作 1・2」（実教出版） 

副教材等 機械工作 1・2 演習ノート 実教出版 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

種々の産業界で活躍するのに必要になる材料をしることが学習の主な内容となります。社会には人

間がつくり出した非常に多種の機械や製品それに橋梁や建築物などの構造物があります。これらで

使用される材料の性質や用途を知ることが機械設計ではとても大切です。また機械技術に携わる誰

もが材料についての知識が必要です。そして、これらの材料をどのようにして加工すれば求める製

品が製造することができるかを知ることも大切なこととなります。このような製品の材料になる機

械材料の種類、性質や用途を学んでいきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解する。 

機械のしくみや機械をつくる技術を自然法則と関連付けて考察し，科学的，工学的思考力を養う。 

機械工作を機械材料，計測，生産管理を含めて総合技術として学び，実際に活用する能力と態度を 

身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械工作にかかわる

基礎的な知識や技術

への関心と，その習得

に意欲があり，合理的

な生産方法を企画し，

実際に活用しようと

している。 

機械工作にかかわる

さまざまな事象やそ

れにかかわる問題点

を把握して分析し，こ

れまでに習得した知

識や技術などを活用

するとともに，そこで

得た知識や経験を基

にした発表を行うこ

とができる。 

機械工作にかかわる

知識や技術をいろい

ろな場面で活用でき

る。 

機械工作の基礎的な

知識や技術の理解は

もとより，ものづくり

のいろいろな場面で

の問題解決を試みる

ことができるように

それらを相互に関連

させて理解している。 

評
価
方
法 

定期考査 

演習ノートの記述 

ノートや配付資料への記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

定期考査 

演習ノートの記述 

ノートや配付資料への記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

定期考査 

演習ノートの記述 

ノートや配付資料への記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

定期考査 

演習ノートの記述 

ノートや配付資料への記述 

学習状況の観察等を

総合的に評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

鋳
造 

いろいろな工作法との対比の

中で鋳造の特徴を理解させ、

鋳造を適切に活用できる能力

を身につけさせる。鋳物に共

通な特徴、およびいろいろな

鋳造法その製品例などにより

鋳造のあらましを把握させ、

適切な鋳造法を選択できる能

力を身につけさせる。 

○ ○ ○ ○ a: 機械工作にかかわる基礎的

な知識や技術への関心と，その

習得に意欲があり，合理的な生

産方法を企画し，実際に活用し

ようとしている。 

b:模型、鋳型、鋳物の関係や鋳

物の特徴を発表できる。 

砂型鋳造法や各種の鋳造法に

について、その特徴を的確にふ

まえた活用法を発表できる。 

c:ものづくりの中で鋳造を適

切に活用することができる。 

砂型鋳造法や各種の鋳造法を

適切に活用することができる。 

d: 機械工作の基礎的な知識や

技術の理解はもとより，ものづ

くりのいろいろな場面での問

題解決を試みることができる

ようにそれらを相互に関連さ

せて理解している。 

ノートや

配付資料

への記述 

学習状況

の観察等 

前
期 

溶
接 

いろいろな工作法との対比の

中で溶接を理解させ、溶接を

適切に活用できる能力を身に

つけさせる。いろいろな溶接

法を分類して系統的に把握さ

せ、適切な溶接法を選択でき

る能力を身につけさせる。 

○ ○ ○ ○ a: 各種の溶接法を把握し，そ

れを原理や熱源の違いによっ

て分類しようとしている。 

b:各種の溶接法について、その

特徴をふまえた活用法を発表

することができる。 

ガス溶接やアーク溶接、その他

の接合法についてその特徴を

ふまえた活用法を発表するこ

とができる。 

c:ものづくりの中で溶接を適

切に活用することができる。 

ガス溶接や切断、アーク溶接や

その他の接合法を適切に活用

することができる。 

d: 各種の溶接法を把握し，そ

の原理や熱源の違いによる分

類ができる。 

定期考査 

演習ノー

トの記述 

ノートや

配付資料

への記述 

学習状況

の観察等 



前
期 

塑
性
加
工 

いろいろな工作法との対比の

中で塑性加工の特徴を理解

させ、塑性加工を適切に活用

できる能力を身につけさせ

る。塑性加工の特徴と製品例

を把握させる。 

○ ○ ○ ○ a: 塑性加工の特徴を，身近な

製品の観察によって理解しよ

うとしている。 

b:身近な製品を取り上げて、塑

性加工の特徴と活用法を発表

することができる。 

鍛造やプレス加工、そのほかの

塑性加工について、その特徴を

ふまえ、その活用法を発表する

ことができる。 

c:ものづくりの中で、塑性加工

を適切に活用できる。 

鍛造やプレス加工、そのほかの

塑性加工を適切に活用できる。 

d: 塑性加工の特徴を把握して

いる。 

定期考査 

演習ノー

トの記述 

ノートや

配付資料

への記述 

学習状況

の観察等 

後
期 

切
削
加
工 

いろいろな工作法との対比の

中で切削加工の特徴を理解

させ、切削加工を適切に活用

できる能力を身につけさせ

る。 

○ ○ ○ ○ a: 切削加工の特徴を，身近な

製品の観察によって理解しよ

うとしている。また，切削工具

に共通する各部の名称を把握

し，その働きを理解しようとし

ている。 

b:切削工具に共通する各部の

名称と働きを発表することが

できる。 

切削の三運動とその働きをも

とにして、各種の工作機械の合

理的な取り扱い方と運転の仕

方を発表することができる。 

適切な切削工具材料の選択の

仕方と取り扱い方を発表する

ことができる。 

c:ものづくりの中で、切削加工

を適切に活用できる。 

各種の工作機械と切削工具の

合理的な取り扱い方や運転の

操作法を把握し、その場面で活

用できる。 

適切な切削工具材料を選択し

て取り扱うことができる。 

d: 切削加工の適切な活用法を

理解している。 

定期考査 

演習ノー

トの記述 

ノートや

配付資料

への記述 

学習状況

の観察等 



後
期 

砥
粒
加
工
と
特
殊
加
工 

いろいろな工作法との対比の

中で砥粒加工に共通する特

徴や、特殊加工に共通する

特徴を理解させ、これらを適

切に活用できる能力を身につ

けさせる。 

○   ○ a: 研削運動をふまえて，砥粒

加工の種類と特徴を理解しよ

うとしている。 

d: 砥粒加工の種類と特徴をふ

まえ，これらを適切に活用でき

るように理解している。 

定期考査 

演習ノー

トの記述 

ノートや

配付資料

への記述 

学習状況

の観察等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


